
年間・学期 1 回

70 　　　　％

回 日付 曜日
レポート
回数'

レポート
締め切り日 試験範囲 備考

1 4/16 水

2 4/18 金

3 4/23 水

4 4/25 金

5 4/30 水

6 5/2 金

7 5/7 水

8 5/9 金

9 5/14 水

10 5/16 金

11 5/21 水

12 5/23 金

13 5/28 水

14 5/30 金

15 6/4 水

16 6/6 金

17 6/11 水

18 6/13 金

19 6/20 金

20 6/25 水

21 6/27 金

22 7/4 金

23 7/9 水

24 7/11 金

25 7/14 水

26 7/16 水

《留意事項》

4

5

6

6月23日

7月7日

7月23日

5月9日

5月26日

1

2

3 6月9日

～金融の仕組み～財政の仕組みについて②

民主政治と私たち

日本の政治機構・仕組みについて①

日本の政治機構・仕組みについて②

日本の政治機構・仕組みについて③

地方自治と法の働き①

地方自治と法の働き③

～経済とは～資本主義経済の成立の歴史①

～経済とは～資本主義経済の成立の歴史②

～金融の仕組み～財政の仕組みについて①

公共的な空間における自己・倫理・民主的な社会①

公共的な空間における自己・倫理・民主的な社会②

政治とは/民主主義について

人権について

人権保障とは

西浦　均

2025年度　　　前期教育計画

面接指導施設名 科学技術学園高等学校

教　科 科　目 単位数 標準単位数 学習期間 担当者

公民 公共 2 2 半期

教科書名 出版社 学習書

公共 東京書籍 公共

評点が100～85点は5、84～70点は4、69～50点は3、49～35点は2、34～0点は1

指導目標

各学習活動を通じて、公共的な空間における他者とのかかわり、個人の尊厳と自主・自立や社会の多様性と共通性などを学ぶととも
に、公民としての資質を養う。身近な話題に多く触れることで、自分ならどうするかを多く考えさせるとともに、特にニュースに関心を持
ち、自発的に情報を収集、分析、検討できる力の修得を目指す。

レポート（添削指導） 全　　6　　回 定期試験 あり

スクーリング
全実施時間数　　27　時間 定期試験の評価割合

標準面接時数　 　2 　時間　　 評定算出方法

単元・学習内容

オリエンテーション

冷戦後の世界と日本①

冷戦後の世界と日本②

振り返り・試験対策

～働くとは～私たちの職業生活①

～働くとは～私たちの職業生活②

国際社会の成り立ち①

～今後求められる社会への関わりとは～

振り返り・試験対策

国際社会の成り立ち②/国際連合の役割

地方自治と法の働き②


